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.

S

国

! 

の
輸
出
供
赞
を
示
し
て
い
、
る
。
掏
衡
で
枕

'

(

1
.
6

)

と
同
様
な
方
程
式.が
，得
ら
れ

る
0.
 

■ノ

-

•

:
■

• 

-
 

-
 

.
 

-
*■' 

..■.

5

以
上
の
如i

f

系
に
国
際
資
本
移
動
を
導
入
し
た
場
合
、
本
稿
と 

同
じ
仮
定
の
下
に
次
に
余
す
安
萣
条
件
に
よ
つ
て

.交
易
条
件
は
支
払
国
に
不
利
.

,

:

■ 

, 

' (

注 

4

)

化
し
、
受
取
国
に
有
利
化
す
る
こ

.と
は
既
に
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

II
際 

貿
易
の1

般
均
衡
の
安
定
条
件
は
P
9)

か
ら
次
式
と
な
る0

,

.

、
ニ 
3

<5)
(
J
f
)
+
J
f
)
)

.

へ 

5«.
"
l
,
2
'
.
:
r
.
'
3

P

S) 

l

%

L

.

A

O
 

r

l

>

 

:

(
L

 1
1
)

jo
>
;p
r
:-
f

^))

丨
 Q 

へ 

3

f 

1
C 

U
=
N

 

}

扒
に
関
す
る
財
ル
の
⑴
、

.⑵
国
の•輸
入
需
要
の
：変
化
率

I

ば

.

P

S
 

^

5
Q>
l(

N

?
v

—

f
l

)

.
P

S 
f 

一
！

-
-
.
.

.

ぎ
.

.

■
 

dyt 

で
あ
る
。
完
全
安
定
で
あ
る
た
め
に
は
行
列
式

/=

 

E

の
首
座
小
行
列
式
が.
 

交
互
に
食
、
：H
で
あ
石
こと
が
^

.^
で
あ
り
、
ま
た
所
員̂
^
が
代
#
^)
果
よ 

り
小
さ
い
こ
と
を
仮•>£
せ
ね
ば
な
ら
众
い
。

:

.

さ
て
、
：：冼

に

得

た

讓

は

：ぃ
，わ

砂

石

禮

論

の

分

黯

、
.即
ち
実
物
体
系 

に
於
い.て
で
あ
.つ
た
。

こ
れ
を
貨
胳
体
系
で
吟
味
し
て

A
よ
う
。
ま

ず

(
1
.
1
)

.

動
学
的
国
際
資
本
移
動
理
論
，

及
び
：̂

比

率

的(

ざ
=
'l
p
s-

'
W
一==

?
2
/し

を
价
で
偏
微
分
し
て
整
理
す
れ 

ば
、
次
式
と
な
る
。

 

•
 

.:

(
1
.
1
3
)

ぎ

=

?

-f Lc
s
=
1
.
2
,
.
:
:
v
s
l
l
)

,

•
 

•
 
.
 
.

. 

... 

J./.V 
k 

' 

...
 

*

.
こ
の
式
か
：ら
も
明̂
>
^ ;
如
く
、

「

前
^
の
相
対
1

の
'
|系
を
貨
幣̂

^
の
.：
 

体
系
に
変
換
す
る
に
は
乗
因
于
で
あ
る

-

~
丨
メ
1/
丨
ル
の
f

 

M
が
決
定 

さ
れ
ね
铽
な
ら
な
い0-
そ
の
た
め
に.現
金
残
髙
方
程
式
を
利
用
す
る
。
'経
済
体 

系
内
.の

総

叢

量

々

财

、
ン
資
源
の
顧
.を
«
、
及
に
対
し
て
体
系
内
の
個
人
の
坪 

有
す
る
貨
幣
暈
の
割
合
を
允
.と
す
;̂
ば
、

(1,14> 

M
"
K
R
"
K
^
p
><

}
l
s
"
p
n
K
l'

/J
y
J ̂

(
2
/
1
1
)

. 

.

-

ミ

,

.

. 

I

'霧

蠻

里

舰

：及
び
：マ
'丨
シ
：：ャ
リ
ァ
ン
疋
：が
所
尽
な
ら
ば
ニ
ュ
ー
メ
レ

I
ル
の
貨 

幣

標

は
.一

「

義
的
に
決
定
さ•

ハ
既
：に
決
定
さ
れ

た

部

対

麗

は

謂

の

称

呼

，
. 

で
示
-
れ
る
：。.こ

の

よ

ぅ
.^
乗
西
子
は
市
場
の.
要
供
^

の
讅
カ
の
相
互
作
佣 

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
^

^
で
は
な
い
。
ま
た
，

(
1
.
1
4
)

は
い
わ
ゆ
る
©
幣
数 

量

説

を

意

雙

、
乗

E0

子
或
ぃ
：は

貨

胳

著

水

準

は

ギ

が

I

定
で
あ
.る
限
り
貨 

.幣
数
量
の
増
減
に
疋
比
例
し
て
滕
貴
或
い
は
下
落
し
、
^

に
逆
比
例
す
る
こ
と 

■
■を
录
し
て
い.，る
。
 

: 

.次
に
国
際
経
済
の
体
系
に
拡
張
し
よ
ぅ
。
既

に

(
L
6
)

 

(
1
.
7
)

で
決
定
さ
れ. 

/た

相
-^
^

^
令
各
国
の
貨
辨
の.称
呼
.た
ネ
貨
龄1

に
変
換
ず
る
に
は
現
金
残
，
 

高
方
潘
式
名
他
に
：
^#

相
場
を
導̂

せ
：ね
ば
：念
ら
な
ぃ
，
受
取
国
⑴

の
外
貨
建

r

場
别
ち
(l
y

i
霧

一
#

偉

备

換
¥
得

ら

れ

る

茇

蠢

⑶

の

霧

単

:

;
'
:
.
ン

■ 

- 

- 

- 

:
.
.

五
-五
.:'(

六 

r
.
i
s

)

,

^



位
数
を
灿
で
示
せ
ば
、
ン
匪
貿
易
財
：の

f

 
f
社
、
均
街
に
：於
い
て
は
各
,

”，：
 

で
等
し
く
な
り
、

P
1
6
)
：.

の
：麗
が
成
立
し
な
げ
れ
ば
な
，

IV

な
.い
。
：
，
 

p
l
5

)
^

r

”
^

)

Q
=
l
,
2
, 

s
=
l
,
2
,

 

:
:
:
,
さー

1)

(1.16) 

6123??) 

H

^

，

'
. 

•

⑴
、
⑵
国.の
.慕

単

位

；

P

表

わ

さ

れ

た

乗

學

は

各

国

で

成

立

ず

を

'9
:
1
4

)

.

で
求
め
ら-i
t
、
⑵
国
の
貨
幣
数
量
を
⑴
国
の
貨
龄
に
換
算
す
る
式
は
次
の
如
く

ふ

(1.17> 

J

^

=^3
N(

#

5

^

f
、
 

' 

⑴
ゝ
⑵
国
の
貨
赂
敬
量
を
合
計
す
れ
ば

.

(

I

 

l

_

i

i

(

赢

3

 

:

. a=
i
,
.
2
.

さ1
川1)

以
上
.か
，ら
⑴
国̂
外
貨
建
i

相

場I

が
'確
定
し
てお
り
、
⑴
、
⑵
国
の
貨 

胳
響
が
所

与

で

あ

れ

ば

、
⑴
国
の
乗
因
子

^

は

(1'18)..

よ
り
決
定
さ
れ
、 

⑵
国
の
そ
れ
は
：
.(1.16).

か
.ら
求
め
ら
れ.る
。

こ
の
よ
ぅ
に
各
国
の
乗
因
子
が

.
, 

決
定
さ
れ
れ
ば
各
国
の
す
べ
て
の
財
の
貨
幣
価
格
は

?1
5
)

で
得
ら
れ
る
。

更
に
そ
れ
に
対
応
し
て
各
国
の
貨
胳
数
量
の
：配
分
が

(1.14)

で
行
な
わ
れ
る。
. 

反
対
に
い
ず
机
か
一
国
が
独
自
.に
保
^

:
幣
量
を
決
定
す
る
：な
ら
ば
、
：同
国
の

：
. 

乗

因

子

は(1
.
1
4
)

に
よ
つ
て
、
相
手
国
の
そ
れ
は

P
1
6
)

で
求
め
ら
れ
る
。

.
/ 

C 
注 

7
> 

;

次
に
国
際
資
本
移
動
を
導
入
し
て
み
上5
。
資
本
移
動
を
資
本
の
貨
幣
形
態.
 

て
の
#
転
と
^

.^
し
、
“
国
の
货
齡
^
卑
位
が
⑵
圃
办
ら
⑴
固へ
移
動
す
る
と

/ 

. 

五

六C

六
ニ
四)

..

‘
^

^
れ
ば
％
;(
2
)国
办
貨
^
^
|
|は
減
少
し
、(1
)
国
の
そ
れ
は
増
加
す
る
。
：明 

ら
か
.に
.
_

(

1
.
1
4

)
(
1
.
1
7
)

か
ら
各
国
の
乗
因
子
：は

マ

—

'.シ
ャ
リ
ア
ン

V
、

資 

源
の
額
が
所
与
な
ら
ば
、
各
々
の
国
の
貨
龄
数
量
に
比
胤
す
る
か
ら
、
麗

水
 

準
は
支
私
国
で
下
落
し
、
受
取
国
で
騰
貴
す
る
。
：
：鲁

相

場

を

一

ま

と

し

、

W 

は
'負
値
で
あ
：る
と
す
れ
ば
、
；
こ
の
関
係
は
：；

'
 

ノ

1
::

'
.:■
-

-
 
-
 

.'■
:
■
:
■
:
*
-
.
:
'

 

.

.

ぐ

•:
•

(1.19) 

. 

Q

H

S
 

. 
一
 

• 

. 

. 

• 

• 

-
- 

(1,19)

で
示
さ
れ
、
：資
本
移
動
ね
ょ
る
各
国
の
食
幣
数
量
の
'涛

盤

化

に

伴
 

. 

3

^

!
水
準
の
変
動
か
ら
、
交
易
条
件
は
受
取
国
に
有
利
化
し
、
支
私
国
に
不 

.利
化
す
る
こ
と
が
導
か
れ
る
。

.

.

.第
一1

節

to
学
的
分
析
そ
の

-r
:
、

：

.

今
迄
、
：国
際
資
本
移
動
.の
効
果
分
析
を
比
較
静
学
の
領
域
で
取
り
扱
っ
て
き 

.た
が
，
こ
の
節
以
後
は
動
学
の
分
野
で

.考
察
し
ょ
ぅ
。
：
然
し
効
用
函
数
に
未
だ 

.証
券
、
貨
幣
を
導
ス
し
な
い
0
:そ
の
意
味
で
は
古
典
的
動
学
分
析
で

.あ
る
，̂ 

ま
ず
最
初.に
個
人
及
び
企
業.の
_

函
数
办
導
出
を
行
な
ぅ
。
各
個
人
及
び 

企
業
の
経
済
主
体
は
完
全
競
争
市
場
に
於
い
て
、
現
在

f

及
び
利
子
率
と
将 

来
の
ー
群
の
可
能
な
価
格
，
利
子
率
の
確
率
分
布

©.
ぅ
ち
最
も
蓋
然
性
の
高
い 

f

、
利_
子
率
を
代
表
的
予
想
躍
、
代
表
的
予
想
利
子
率
と
し
、
こ
れ
ら
を 

パ
ラ
メ
ー
タ
！
と
し
て
需
給
計
画
及
び
生
産
計
画
を
編
成
す
る
。

こ
こ
に

^

 ̂

生
体
の
計
画
編
成
の
：便

宜

上

「

期」

'と
言
う
概
念
を
採
用
す
る
。

「

期」

と
は
一

個
の
.経
済
的
視
野'を
意
味
し
、
各
経
済
主
体
は
各
期
首
に
数
期
間
に
亙
る
行
動 

it
画
を
.立
て
る
と
仮
定
す
る
。
.ま
た
貸
付
は
各
期
に
於
い
._て一

期
間
.を
期
限
と 

し
て
行
な
わ
れ
る
と
仮
定
す
る
。

.
次
に
各
経
済
主
体
の

I

露

.函
数
に
基
づ
い
て
、
各
期
に
於
け
る
，
一
時
的
均
衡 

錯

の

形

成

過

程

、
：
一
時
的
均
衡

^
^
:
*
.
利
子
率
め
姿
定
性
を
検
討
す
る
。
時
. 

間
の
函
数
と
し
て
示
さ
れ
る
^
^
、
利
子
率
の
均
衡
値
か
ら
の
乖
離
を
そ
の
近 

傍
に
限
定
す
る
時
、
時
間
の
経
過
と
共
に
そ
の

1

時
的
均
衡
値
へ
収
斂
す
る
条
： 

件
を
求
め
る
。
.

：

第
三
節
で
国
際
市
場
に
こ
れ
ら
を
拡
張
し
、
国
際
資
本
移
動
が
行
な
わ
れ
た 

場
合
の
効
果
に
つ
い
て
取
り
敗
ぅ
。

C

注
8)

_
個

人

は

今

期

(

第
零
期
> 
ょ
り
第
r
期
迄
の
需
要
計
画
を
編
成
す
る
。
財
の 

種
類
は
抑
種
と
し
、
：同
じ
財
で

4,
期
が
異
な
る
時
は
同__
.
防
と
し
て
取
り
扱
わ 

な
い
。‘第

*
期
に
消
費
を
計
画
さ
れ
る
ボ
財
の
量
を

‘I

で
ま
せ
ば
、
，.個
人
の
効 

用
函
数
は：
'

.

'
 

-

(
2
.
1
)
W

 =

艮
«
s
r只20r 

*
:
:
.
«
7
l
o
v
«
l
l
,
:
:
:
«
3
1
,
.

• 

:

.

,
:
.::.
 

■

-

.

と
表
わ
さ
れ
る
。6
期
に
於
け
る
財
；

の
予
想
価
格
を

I
、

計
画
消
費
量
を.

I
、 

財
及
び
生
産
要
素
の
尤
期
办
I

供
給
額
を
：

I
、

予

想

貸

付

額

(

貸
付
は
.証
券 

の
購
入
を
寓
味
す
る

〕

'
 

を
，̂

、
予
想
借
入
額

(

借
入
は
証
券
の
売
却
及
び
発
行 

を
意
味
す
る

)

を』

、t
l

期
に
貸
付
け
てi
期
に
償
還
さ
れ
.る
貸
付
の
利
子 

_率

を
/-
1
と
す
る
。.こ
こ
.で
利
子
率
は
多
く
の
証
券
の
ぅ
ち
の
一
個
の
，代

表

利

子

.
 

率
で
あ
る
。
個
人
の
今
期
ょ
り
ォ
期
迄
の
収
支
均
等
式
は

：

一‘般

に
‘

動
学
的
国
際
資
本
移
動
.理

論
-

C2..2) 

w

-̂f
p
^
f、-

1
.

)

.
^
+
&
、"
M
^
r
z
H
r

、+

p

+̂-
*
l

)

^
+
^

Q=?o,.l, 

:
:
:
,
A

で
あ
る
。.簡
単
化
の
た
め
に̂=

t
—
&
'

と
書
け
ば
、
、
は4
期
に
於
け
る 

'
貸
付
額
と
借
入
額
の
：差
異
を
系
し
、

3£
値
な
ら
ば1

付
額
> 
負
値
な
ら
ば
純 

借
入
額
'を
17K
す
ろ
，寒
た̂

=

 

M

M°?
為r

-

と
置
ぐ
な
ら
ば

(2,2)

は
次
の 

如
く
な
る。

■
:
:
,

;

,

.

C2..3) 

. 

w
v
4-(

l
+̂*
-
l

)

^
.
=
^
.
十
^
.
' 

(

«*=
0
,
1
,
2
,

.,?*)

.、こ
の
，

r
+
1
;

個
の
取
支
均
等
式
に'o'
い
.て
、
す
べ
て
の
項
の
割
引
予
想
M

を 

求
め
る
た
め
：に
割
引
^
を
乗
ず
れ
ば
計
画
期
間
全
般
に
亙
る
一
痼
の
収
支
均
等 

得
る
。
：
.
割

引

率
^
" 

で
I

。
ま
た

:
'
0而

1
と
す
る
。
'
:
>
,
:
:'

 
.
•
.
.
.

 

• 

- 

• 

、

-

-

-

*

(
2
.
4
)

M
?>
Ta
>
r
.
:
:
?>
w
^
=
M0u
)
o
i
3
r
:
:
.

tD
^
，

.V' 

.

.

. 

.

.
:

•»
.

+

I

M.2
C>? >
—

B>
s>
l

M
ts
>
Q
i
3
1
:
.
:
‘
^
p
"
H

、-
l

〕

0

-

- 

.

(
2
.
4
)

の
右
辺
第2
項
は
金
計
画
期
間
中
の
個
人
の
証
券
の
^
^
有
額
の
現
在 

:

価
値
を
17K
L
て
い
る
。
，
第2
項
を
簡
単
化.の
た
め
C
:と
置
く
。
.個
人
の
各
溯
の 

消
費
計
画
は
へ
こ.の(

2
. 

4

)

の
.下
で
個
人
の
効
用
函
数
へ

2.1> 
を
極
大
な
ら
し
め 

る
如
，く
衍
な
わ
私
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

ラ
グ
ラ
ン
ジ
の
自
係
数
法
を
用
い

一
て
、
次
式
を
極
大
に
す
る
。
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2
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完
全
競
淨
の
顧
矩
亦
ち
個
人
に
と
裏
現
行
喔
、

：：

割
聚
は
所
与
で
あ
：る
か 

;ら
、
；
将
来
囉
及
ぴ
割
引
率
：に
関
す
邊
暮
冰
每
ぇ
ら
れ
れ
ば

；

.̂61
ゾ
淹』

 

で
顧
微
分
し
て
零̂
置
く
こと
.に

よ

っ
；て
個
人
の-'
-,

さ

(

”
+

b細

の

，
動

学

的

勻

衡
条
件
を
得
る
？
即

ち■'
'■■「

',
.
.
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V
U
M
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一. 
ニ (

：
；:'
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'
:
:
.
ム

'
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“
(2.6). 

裏

去

し

て

(2.7)
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迄
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xoiprt

t

ぎ
t v

zv
Q
xi
yl;
;
:
xo
£7h 

■c
oQwl…：…

ro/iprt

Co

こ
-の
方
程
式
は
，任
意
の
ニ
期
，に
於
け
る
任
意
の
一
一
財
の
限
界
代
替
率
は
、
そ
れ 

ら
■の
割
引
予
；紙̂
^
.の
比
率
に#:
ム
く
な
け
れ
ば̂
ら
.な
い
こ
と
を
示
し
て
い 

る
。
：
ま
た
：
、

(2.4
X

.の
卞
で)a

:
l
)

が
極
大
で
あ
る
た
办
の
充
分
条
件
は

(

2
.
S 

が
零
で
あ
る
場
合
に2
2
:ぞ

*

1
°,
の
下
に
於
い
で.:

S.■■7 

f 

4 

.

(2. s
)

M
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^

M

M

f
 

5
h
£
c
§

〈
0 

:

-

で
な
け
れ♦は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
.|

を
_

と

す

る次
の
行
列
式
の
三
次 

以
上
の
首
座
小
行
列
式
が
常
に
.交
互
に
.正
、
負
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

。
.
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I

こ
れ
は
限
界
代
替
率
が
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
遍
滅
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
れ 

が
安
矩
条
件
で
あ
る
。

(2. 7
)
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の
s(

r
±)

—

l
個
の
方
程
式
と

(
2
.
4
)

か
ら
、 

現

在

及

び

予

想

籍

、
：初
子

，衆
が
与
え
：ら
れ
れ
ば
、
：
消
費
計
画
期
間
中
の

s
cr 

+
1
> 個
の
：量
私
決
定
で
き
る
。
：

.そ
れ
故
各
期
に.於
け
^
各
財
の
需
要
函
数
は 

次
の
：如
く
な
る
，
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j
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-rj

■
ま
だ
、)

個
人
の
証
券
の
需
要
故
給
は
現
在
及
び
予
想

麗

、
利
子
率
の
阔
数 

と
し
て
同
様
に
表
如
さ
れ
る
。
'-
'
,
.
;
. 

:

..、

.
次
に
企
業
の
需
給
函
数
の
導
出
を
行
へ

1
^
。

生
産
要
素•暈
を
m
個
、
生
産 

瞥
里
を.

、m
+
l
_よ
：力
外
個
ま
で
、’
右

期

，に
於
け
る

〜

番

目

の

生

産

要

素

量 

を
：
...

S
'
.

フ

番

目

の

，
生

産
^|

里
，を..
.^
.
.
.
で
.示
才
。'

- f
t
川

'
.―X
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:
v
m

)

i
置
け
ば
，次
の
動
学
的
生
産
函
数
を
得
る
。
.

A
2
.
1
1
V
•
/

广«
l
?
s
2
0
,
. 

•
.
•
•
.
.
v
s
s
?

技
l
r
H
2
r
•
:
*
:
,
»
8
1

，

:

.

.

.
:
'
:
;
7
«
1
t
,
.
«
2
t
'

.,
o

v
r

)
.

=
o

.

f
期
に
於
け
る
財
，
5

r

s産
要
素(

,
生
産
物
 >

，の

予

想

価

格

を

.

 ̂
f

r 

2
，
：
；

v
n
y

 

j
期
に
於
け
る
生
産
要
素
及
び
生
産
物
の

'予
想
価
額
を
各
々
：も
、 

i
*

と
す
れ
ば
、

■

■

(2.12) 

f

M

M

y

i

(2.12) 

W

;

=

M

M

^

.

、
§

で
示
さ
れ
、
予

想

利

潤

一

は
,
.

C
2
.
1--
.

S 
系 
l

r

“

^

^

:

こ

の
竹

に

率

をk

じ
て
現
拒
価
値
に
直
し
た
も
の
を
利
潤
の
流
れ
の
資 

本

価

値
(7
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、̂
^

1と
置
い
て、
.
.

(2,1,4) 

C
=
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…
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=
=
M
M
s
r
:
.
4
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^
r
/
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.. 

.

.

.

.

で
あ
る
。
企
業
は
生
産
函
数
.(2.11〉

の
下
に
資
本
価
値

(

2
M
4

)

を
極
大
化 

す

る
.0
ラ
グ
ラ
ン
ジ
藥
数
を
用
い
て
、

■.
 (2,15)v 
o
I

個
人
の
場
合
と
同
様
に
し
て
、

t
2
v
l
5
>
‘
^

r

l

^

7
l
<
r
+
l
)

摘
の
動
学
的
均
衡
条
件
^'
；
搭
が
。

V 

.

-

.

ス

、

ヽO -J3 

}―

^
-
1

(

I

"C D  

、 •

を

消
去

'し
て 

(

2
.
1C3

d
f
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f
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皆 ^  

芝ぞ

と
な
る
。：
：こ
の
：

i
b

条
件
は
任
意
め
：

 
一
—-
期
の
奮
の
訐
画
さ
れ
た 

互
間
、
：

s

生
産
要
素
豐
間
の
限
思
代
替
率
及
ぴ

㈧
任
意
の
期
の
計
画
さ
れ
た 

生
産
要
素
と
他
期
の
生.#
物
の
間
.の
限
興
変
形
率
が
そ
れ
ら
.の
割
引
予
想
潛 

め
.比
律
に
等
し
い
と
立
を
覆
し
て
い
-^
。
：

a
.
1
5

溢
極
大
で
あ
る
た
め
の
充

:
動
学
的
国
際
資
本
移
難
理
論
'.
.

:
.

分

条

件

は%(

0
丨
^
:
>
<
0
な
る
こ
と
で
あ
る
。
然

し
0

は

%
に
つ
；い
て 

一
次
式
で
あ
る
か
ら%
0
=
0
;
と
な
る
。
そ
れ
故
、

ら
/
=
0

の
下
で

•

.

. 

(2.I
s
)
.

a.
^
"
.
M
M
.
M
w
^
s
^
c
c
r
^
A
^
e
v
o

と
な
る
。

こ
れ
は̂
。̂

。”
i
.ン
^

4
を
縁
附
き
と
し
、
要
素
を
/
r

sと
す 

る
，(2,9)

と
同
様
な
行
列
式
の
'三
次
以
上
の
首
座
小
行
列
式
が
す
べ
て
負
で
あ 

る
こ
と
を
畠
す
る
。
そ
め
意
味
は
前
記

3
.が
遍
増
.し
、
的
及
沃㈧
が
遞
減
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

.る

,.
0(2.17〕

の

昏

+
ドX

個
の
方 

程

式

は(2
.
1
1
)

ど
共
に
現
在
及
び
予
想
麗
、
利
子
率
が
所
与
の
時
、
生
産 

■期

間

の
.
$
$
,
個
の
坐
産
要
素
、
、
.生
産
物
の
量
を
決
定
で
き
る
。
そ
れ
故 

备
生
産
物
一
に
対
す
る
計
画
勝
給
函
数
、
各
要
素
に
対
す
る
計
画
需
要
函
数
は
次 

'の
如
く
書
げ
る-0
:
.
:
‘
'
.
,
:
' 

-

..切
^

き
ツ…

'
:
'
^
^
-…

…

^
^
^
?
.…

：

^
!
.
^
'…

.
^
^
^
^
.

企
染
の
,
券
の
需
要
本
現
在
及
び
：予
想
価
格
、
利
子
率
の
函
数
と
し
て
表
わ
さ 

れ
る
。
但
し
利
子
率
が
負
と
な
る
こ
と
を
除

:<
.た
め
に
現
茌
の
生
産
要
素
の
将 

来
の
生
産
物
へ
の■限
界
変
形
率
に
於
い
て
、
虛
者
の
価
値
は
後
者
；の
そ
れ
ょ
り 

逾
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
:&
い
が
、
と
の
率
は
：
ー
ょ
り
大
な
る
こ
と

^
仮
^
す
る
。 

■'
■
次
咚
こ
：れ
ら
の
需
輪
函
数
.を
国

窗

場
'で
者
^
す
る
。
：
ま
ず
、

)

個
<
1.
企
業 

の
：需
給
函
故
はt
期
に
於
い
て
は

(

各
脉
の
割
則
予
想
標
は
を
期
の
現
在
価 

..播
の
函
数
で^-
^

假̂
宠
ず
る.
.-0
::
'
*'
;
.
*
©
^
.
.
^
^
^
^
 ̂

.

^r
.
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、 

.財
^
に
対
す
る
総
消
費
需
要
を

^
:

初

期

^

^

:

^

、
一

 
企

業

に

ょ

る

需

“ 

■
五
九
ん
六
ー
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さ



給
を
^

と
し
、
市
場
に
裙
往
す
る
羅
の
数
を
々
個
上
す
れ
ば
：
、

.

.

.

ノ
ク'
::.
:
实

：.

…
…

ぎ 

V

」

；

で
あ
る
。
同
様.に
：証
券
の
超
過
需
要
函
数
.，•
'
.及
び
貨
幣
の
超
過
需
要
：函

数

；

:

紙
は

'
'

'

.(2.21)' 
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芝

，
.

…
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.
,ぎ)

.

Q
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T
)

.

で
示
さ
れ
る
。

.一
時
的
市
場
均
衡
と
は
こ
れ
ら
の
三
個
の
超
過
需
要
方
程
式
が 

零
に
な
る
状
態
で
あ
っ

て

：
、

こ
れ
を
生
ぜ
し.め
る
^

^
、
利

子

率

が

均

衡

徵

、 

，均
衡
利
子
率
で
あ
る
0:
さ
て
、
均
衡
の.如
何
に
拘
お
ら
ず
次
の
ヶ
ル
ラ
ス
：
の
法 

則
が
成
立
す
る
か.ら
.、
.
.
.
.
.
.
.

(2. 23> 
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>
+
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+
彥

出G

三
個
の
方
程
式
の
ぅ
ち
.

Q
:

一
個
は
独
立
で
は
な

 

<
他
か
ら
導
が
れ
る
か
か
、

於 

個
の
Z
期

の

貨

齡

躍|

と
0
個
の
6
期
の
市
場
利
子
率
を
決
定
す
る
に
は 

為
4

個
の
方
程
式
が
存
在
す
れ
ば
充
分
で
あ
る

0
従
.っ
て
貨
幣
需
給
均
衡
方
.

程

式
.

(
2
,
2
2
)

.を
消
去
し'て
.全
未
知
数
を
同
時
に
決
矩
で
き
る
。

'

一
時
的
市
場.均
銜
の
安
定
条
件
を
求
め
る
？
1

に
つ
い
て
或
る
時
点
に
於 

け
る
一
財
の
麗
の
時
間
的
変
化
率
は
同

一

時
点
の
当
該
財
'の
舞
過
需
要
量
に 

正
比
例
す
る
と
仮
定
す
る
。
-M
に
時
間
の
函
数
と
し
て
示
さ
れ
る
価
格
の
均
衡 

値
か
.ら
の
艰
離
を
そ
の
近
傍
に
限

矩
?
%
。

利
子
率
に
つ
い
て
は
、
貸
i

金 

説
の
立
場
で
証
券
の
超
過
需
要
が
利
子
率
を
下
落
せ
し
め
、
超
過
供
給
が
利
子

率
を
騰
貴
.せ
し
め
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
利
子
率
.の
時
間
的
変
化
率
は
証
券
の
超 

過
需
要
量
と
逆
比
例
の
関
係
に
あ
る
函
数
と
.な
.る
0.

-

.
V <2.24> 
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(
0
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>
0

こ
の
ょ
ぅ
な
関
係
を
考
慮
し
、i

l
j

と
置
い
て
整
理
す
れ
ば
、
財
及
び
1
 

の
舞
過
需
要
方
程
式1(2.20) .(2.21)

は

次

の

如

く

同

一

の

方

程

式

•.に
書
き
換 

え
ら
れ
答
0.
'
.
へ 

''■
•

:

-'-
へ
：
i

.(2.27) 
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r
v
i
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=
0
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,
2
,

..
,
0

そ
し
て
以
下
で
は
*
期
の
こ
の
：財

•

証
券
の
@
過
需
要
方
程
式
に
つ
い
て
均
衡 

の
：安
定
条
件
を
求
め
.ょ
ぅ
。
：ま
ず
次
式
を
得
る
。
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=
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2
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.豸
+
3

一
時
的
均
衡
条
件
は
さ
太
'個
の
連
立
方
程
式(

2
.
2C3
が

零

な

る

こ

と

.で
あ 

り
、
.そ
の
時
一
時
的
均
衡
価
格
、.利
子
率
が
存
在
す
る
か
ら
、
方
程
式(2.

200)

を
解
く
た
め
に

(

2
.
200)

の
右
辺
を
均
衡
値
^

の
附
近
で
テ
ィ
ラ
ー
展
開 

し
、
線
型
函
数
を
取
り
扱
ぅ
と
の
彼
定
か
ら
ぎ

|
良)

に
関
す
る
二
次
以
上

(

注
13〕

の
項
を
省
略
す
れ
ば、
.

:
: 

..

(
2
.
2
9
)
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丨
=
=
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(
p
i
p
,
t
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苫
+
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F
V
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O
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^
l
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。
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i
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2
'
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:
'
.
,
n
+
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>

to
H
l

こ
の
式
の
右
辺
第
一
項
は
仮
^

ハ2.24) 

(2,25)

か
ら
零
で
あ
る
。
然
し
第
二 

項
に
.つ
い
て
は
仮
宠

(
2
.
2
6
)

即
ち
f

、
利
子
率
の
伸
縮
度き

'}。川d
F
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を
仮
定
す
る
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え
れ
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と
な
る
。
こ
の
式
は

(
P
S
I
P
3
。)

に
関
し
て
常
双
^
双
を
^-
す
る
連
立
ー
階
同 

次
線
型
微
分
方
程
式
：で
あ
り
、

こ
の
方
程
式
の
一
双
®
を
求
め
る
た
め
に
次
の 

特
姓
方
程
式
を
作
る
。

.

. 

，
.

(2.31) 

/

S

l

^

r
、tq
r
3
lv»
r

¥

0
 (r.,s =

 1
,
2
,
:
:
:

 

V

i)

(•2.31)

は
A
に
関
す
るs

i
 

,
次
の
代
数
方
程
式
で
あ
り
、
そ
の
特
性
根
は 

複
i

で
あ
り
得
る
か
ら
代
数
学
の
基
自
理
ょ
り
、

「

複
素
数
を
係
数
と
す 

る

n

i

次
の
代
数
方
程
式
はi

個
の
根
を
持
つ

」

。
'

単
根
、
重
根
の
場
合
の

1

般

解

は

'
•

動
学
的
国
際
資
本
移
動
理
論
.
.

.

. 

'十

(2.32〕

？
s.
=
p
r
o
+-
M

?

s

%艺
(
r
=
l
,
2
,

.

.,
n
+
3

■
 
-
 

.
 

•
-
-
-
- 

'
.

但

しg

マS

S
は

.亡

.

.に
関
す
る
多
項
式
で
、
.重
複
度
数
を

©1,

0
2
,.
.ゾ
p
k

(

a
l
+
s
。
十
.
-
^
?
=这
十
免

)

と
す
る
時
そ
の
最
高
次
は

(
忿
|
1

)

次
の
有

理
整
函
数
で’あ
る
。
，
そ
れ
故
、
'
動

学

的

安

定

条

件.
,

(2.33)

.が
成
立
す
る
に
は

(2. 32).

の
右
®,
第
一
一
項
が
時
間
の
経
過
に
伴
っ
て
零
に
取 

•傲
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
実

数

根

ん

が

負

な

る

こ

と

が

必
要
充
分
条
件

で
あ
る
。

ノ
 

'

特
性
方
程
式' 

(

2
.CO
1)

.の
係
数
.
.
|
及
び
特
性
根
が
複
素
数
な
ら

ば

、

外 

を
実
数
値
函
数
で
表
わ
す
た
办
'に
共
.祀
複
素
根
を
作
り
、
重
複
度
を
考
え
、
更 

に
別
根
の
総
数
か
ら
互
に
共
祀
的
な
複
素
根
の
一
対
を
一
個
と
す
る
こ
と
で
生 

、じ
る
減
少
部
分
を
差
則
げ
：は
、

*.
残

り

は
m
個
と
な
り
、
従
っ
て
一
般
解
は
次 

の
如
く
な
る
。
,

(2. 34) 

J
v
s
n
p
r
o
+
M
e
l
^
r
s
s
c
o
^
^
+
r
i
/
s
s

s-
tD
e

安

定

条

件(2.33) 
_が

矹
1/
:ず
る
た
め
の
必
罾
*
殳
条
件
は
複
素
根
の
実
数 

部

分
«*
が
す
べ
て
.負
な
る
こ
：と
で
.あ
る
。
即
ち
す
ベ
て
の
根
の
座
標
点
が
複 

素
数
平
面
か
虚
数
軸
の
左
侧
に
あ
る

^
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
時
、

.(2. 34)

は 

減
衰
振
動
を

〗

7K
じ
振
幅
は
減
少
し
て
指
数
函
数
的
に
零
に
収
斂
す
る
。

.
,こ
.こ
で
偏
安
定
：の
概
念
を
導
入
し
、
財
の
麗
の
み
が
調
整
さ
れ
利
子
率
が

. 

六1
'
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六U
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一
定
で
あ
る
場
合
は、' 

r
v
s
"

さ+1
,
‘

-,71斗
6 

.に
関
し
て

.

抓
0

..

(
2
.
3
5
)

、
 

.

.

. 

0

で
あ
り
、.(2.29)
か
ら 

'
.
r
,
s
=
s

4-
l
'

…

.：
V
S
+Q>
:が
除
か
れ
、.仮
定
R
.
2
4

)

：
.
. 

か

ら
i
7
y§〉

°
で
.あ
る
か
ら
、
'特
性
方
程
式
と
一
般
解
は
次
の
紐
く
示

さ
'

.れ
^,
。：
:
•

:

.

.

.

;

(

2
;
.
.
3
6
}
.
.
.
H
Q

)

l
'
^
v
^
r
a
l 

ミ 

r

5.T
0
.
.
'
.

(

r
, 

S
.
K
1
,

2,...:，：
，

5

(
2
.
3
7
)

ぞ
0
0
"
?。+

«
^ '
5
0
0
%
贫

ハr"
l
,
2
,
…

•..i.JC
l^
n
y

(

2
.
300) 

^
V
S
H
P
r
o
+
M
e
l
^
r
s
s
c
o
s

XD
i
+
r
Q
S
S
^
s
}

.

■
C«
H ド
-

■■
: 

a
<
3

従
ク
て
湫
子
率

i

定

の
W
次
.の
備
安
定'の
务
件
は
、
こ
れ
ら
の
方
程
式
の
.特
性 

根
の
実
数
部
分
が
す
べ
て
負
な
•る
ご
幺
で
あ
る
。

.

.
W次
よ
り
な
る
特
性
方
程
式 

が
：対
称
で
あ
れ
ば
す
べ
.で

の

跃

ば

負

で

あ

る

が

ち

-
の
時
利
子
率
を
含
ま
な 

い
静
学
‘体
系
の
'安
矩
条
件
はU
次
の
動
学
的
偏
安
宏
の
条
件
と
等
義
と

(

|
奶
-°

.

(

-

.
 

.

,

.
_

第
三
節
動
学
的
分
析

■
そ
のi—

-

:■
'

.
 

. 

.
;
. 

,

.

:

.

.

.

前
節
で
得
た
国
内
市
場
-の
.一
時
的
安
定
条
件
を
国
際
資
本
移
動
を
考
察
す
る

. 

Hf
に

支
.^
国
と
受
取
固
よ
り
成
る
国
.際
市
場
に
拡
張
し
て
み
よ
ぅ
'°

ニ
国
の
国
際
市
場
に
於
い
て
財
、
証
券
及
び
貨
幣
の
超
過
輸
入
需
要
函
数
は 

次
の
如
く
话
さ‘れ
る
。

,

C

5
 

|客

||
!
|
:

(

&

)

丨
Nf
g)

丨

雜)〕 

へ 

r

.-2 

S

.

=
*f
e
t?
d
r
、
€

?

 

L

(r==l,2,…

v
.
,
6 

(3.

2)

.
碧

鸿

"
篇

场

：

(

？

？ 

：
：
：
，
！

，
，

)

ハ

Q

L

1

,

…

：
v
s
-
f
<a
»)

ド
'
 

2::: 

a

 3) 

身

)

こ
れ
ら
の
方
程
式.に
.つ
い
.て

P20) 

(

2
*'
2
1

)
(2.22)

の
場
合
と
全
く
同
様 

に
貨
幣
め
需
給
均
衡
方
程
式

(
3
,3).

を
消
去
し
て
全
未
知
数
を
決
定
で
き
る
。 

従
っ
て
一
時
的
国
際
市
場
均
衡
の

^

^
条
怦
に
つ
い
て
.も
本
質
的
に
は
国
内
市 

場
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
0
::
:
:
.へ

.

ま
ず
簡
単
に
第
一
節
で
取
り
扱

っ

た

，
一

|

国
ニ
財
の
交
換
均
衡
の
動
学
的
安
定
，
 

条
^
:を

求

め
.ょ
ぅ
。
(1
)
-国

の

昧
XI
.
.の
超
過
翰
入
需
要®
は
、̂

川
^

S

+ 

^

3
で
171
Nさ
れ
る
。
交̂

^
件
は
国
^

m
場
に
於
け
る
財
の
^
^
比
率
で
あ 

る
か
ら
、

の
時
間
的
変
化
率
の
仮
定
ベ

2.24)

に
従
っ
て
交
易
条
件
の
時 

間

的

変

化

率

は.M
入
•財
に
就
す
る
超
過
輸
入
需
要
量
に
正
比
例
す
る
と
仮
定
す 

る
。
⑴
国
の
翰
出
財
：の
称
呼
で
示
：さ
れ
る
輸
入
財

XI
の
f

比
率
を
交
易
条 

件

2/
1
と
宏
義
し
、

*

期
に
つ
い
て
み
れ
ば
次
式
が
成
立
す
る
。

(
3
,
4
)

.唯

"

.
t

•

こ
：の
式
の
右
辺
を
均
衡
点
2/
1
°
の
附
近
で
展
開
し
、f

$

に
関
す
る
ニ
 

_ 

次
以
上
の
項
を
省
略
す
れ
ば
丨

CA3

C 71

傘
”氧
 

(

1̂
0
。
§.
§-
4
 ド。

)

■'
/

. 

. 

- 

V
-
. 

.

と
な
る
。

こ

こ

で

(
F
1
0
0

川

每l(o)/c^.

は
交
易
条
件
の
輸
入
暈
の
変
化
.に 

.対
す
る
適
恣
速
度
で
あ
り
、
；

E
l
l
"
d
E

匕
坌
1
で
あ
る
。Q

ol)

の
右
辺
の
第 

一

項

の

劫

ぎ

。

)

”
0
で
^
ヴ
、
左
辺
を.d

f
y

M
t

と
.置
き
換
え
：.て
一 

般

解
を
求
め
れ
ば: 

へ

..
:
'
,

(3V6)' 

.免
l
-s
=
2
/
I
0
+.
g
l
l
%
:

で
あ
る
。*:
;
本
移
動
に
依
っ
て
変
化
し
た
交
易
条
件

.，扒
が
：均
衡
点
に
瓜
斂
す 

る
：た
め
に
は
、
：人

3.6)：：

の
私
辺
第

1.T

項

が

零

に

贤

す

る.こ
と
釦
要
ず
石
。
ベ
明 

が

か

に
.

(3.

5)

上
り
作
^:
れ
る
特
性
方.程

式
/

s

i

F

l
、技
l

i

f
 

T
o 

り

で

.
る̂
か
ら
、"
孕
が
貪
で
：あ
る
こ
：と
が
必
要
充
分
条
件 

:

で
あ
る
o
:こ
れ
は
静
擎
敝
な--
:
1国
ニ
財
の
交
換
均
衡€>
'
安

定

条

件
&
§
?)

+; 

tq
3 0)

/

f <
°
で
あ
る
 
0;v
.
:
:
; 

:
.
.
'

■次
に
生
産
を
含
め
た
多
数
財

(

証
券
は
除
く

y

の
.

i

般
均
衡
.の
場
合
は
、
財 

め
超
過
輸
入
需
要
方
程
式
：
：
.
へ

：
：

ふ

-

.

(
3
.
7
>

M -
^

l
il
r
l
xH -
袼—

^

?—

^

?)

' 

'

2. 

C0 

.

.

.

.

.へ 

. 

.

X

S

N

M

(

3
.
7

)

を
零
な
ら
じ
め
る
咬--
,
ー
国
隱
市
場
で
一
般
均
衡
が
成
立
す
る
。

：.
.そ 

の
解
法
は
前
節
の̂
:
宠
の
場
含
と
同
様
で
あ
ら
：て
、

,'
-国
際
市
場
で
：
R

CO
6) 

..(2.37)

及

び(

2
.
:
:
3
00)

が

翌

す

る
-0
,そ
し
て
求
め
ら
れ
.た

動

学

獎

矩

条

件 

■.ぼ
静
学
体
系
の
爆
合
と
ニ
ー
致
す
る
。

,
ぐ
：

:

:

.

動
学
的
国
際
資
本
移
動
理
論

一
般
的
に
財
及
び
証
券
を
含
む
国
際
市
場
：の
一
般
均
衡
は
、(3.1) 

(3.2) 

及
び(

3
. 

3

)

'
よ
り
貨
幣
の
辑
過
需
要
方
程
式(
3
. 

3)

を
ヮ
ル
ラ
ス
の
法
則
か 

ら
^

^
て
、
前
節
■と
同
じ
よ
、>
r
眛

の

趟

馨

要

量

と

^

^

、
証

券

の

靈
 

需
要
量
と
利
子
率
の
仮
定
を
考
慮
し
飞
得
た
財
及
び
証
券
の
聖
輸
入
需
要
方

1
.
.
:
^
, 

.

.

'.
: 

.

r

.

:

1

:

.
羣

響

-
2 

7
z
f
+

Q>
へ
-*
.
ノ

.i
l
M
M
-
E
^

 

C
w
u
,

せ 2

--…

：vp

 
泛 v

p
s
+
l

s.'
:
:
:
、

W
3
+
0
5.)

.(3.

00
>
:
を
零

な
ら

し

：
め
る
時
：に

成

立

す

る

。

得

ら

れ

-̂
>
特

性

方

程

式

と

一

般

解

:
は
次

の
如

く 

I
f 

れ

る

。
ン

：
て
'

::
.
:
:
.

.

-
.

i

 r
G
O
l
i
v
s
w
i
f

 

.
T
o cr

,
®
=
l
,
2
v
:
:
:
,
/
l
+
3

■

 

.

•

•

 

.

.

.

(3.

l
3
v
i
^
s
n
?
p

+'
M
?
3
s
e

 ̂

(
r
n
l
,
2

,

7
1
+
3 

(3.11) 

i
7
x
f

)

=

p

\

+
M
s
s
?

2

s
c
o 多 

¥

j

w

s?s
.
axc
>
e

ル

9
=
1
.
2
,
|
;
:
:

'3
4)

(3.:10)

か
ら
実
数
な
る
特
性
根
が
す
べ
て
負
で

.あ
り
、(3,11)

か
ら
複
素
数 

な
る
特
性
根
の
美
数
部
分
亦
す
べ
で
負
：で
：あ
る
な

5:
ば
.
<
3，1
0

)

及
び(3V11) 

.の
各
変
動
部
分
を
示
す
項
：は
零
に

.取
激
し
、
国
際
市
場
の
安
话
条
件 

:;
ふ
'
1
2

)
l
i
m
?
s
-
=
.
p
r
o

.\ 

■ 

t 
士
8 

. 

: 

. 

.

..(312)

が
«
\/
ー
 
す
'る
か
ら
、初
,^
条
件
に
.よ
っ
 

'て

決

定

さ

れ

る

物

期

^

^

が
一 

時
的
均
衡
値
.ゲ

：.:2
-
晞
的
均
衡
鉱
袼
及
ー
び
科
子

$:
,
:
の

充

分

小

さ

ぃ

近

傍

の

• 

:
.
六
 m.: 

:c 
六
三 

b



領

域a
ce)：

内
降
存
莅
す
る
な
ら
ば
、
初
期
価
格
の
変
動
は
常
に
該
領
域
内
に 

.限
ら
れ
、
：時
間
の
経
過
に
伴
：

■っ
■て

均

糧

ぬ

緊

す

る。
“
,-
'
.
/
'

.'
■
次
：に
国
際
資
本
移
動
の
支
払
国

:'
受
取
国
に
於
け
石
効
果
痄
つ
い
て
考
察
し 

_

。
涵

に

財

、':
'証
券
の
無
需
要
方
程
式
：と
1.
て
^

,
2
7

)

ソ
を
得
だ
が
、
資 

妻
動
に
結
果
け
る
受
取
国
、

.：支
执
国
の
こ
の
靈
需
要
函
数
の
移
動
及
び
代
，
 

替
度
の
変
化
を
示
す
パ

：

ラ
メ
'
タ
ーs

を
各
国
の
超
過
需
要
函
数
に
導
入
す

:る
。

.

.パ

：
.-
'

.
.

ベ
.
4

 

S

5

(
3
.
1
3
)

.因
ユ
"
的
ユ
ハ
^
^
ぜ
ぎ…

：
y
p
之
^
i
s

-

.

Q
=
l
,to
r
=r*
2,、

.
,
さ+
<
?

〕

.

.

. 

i

:
さ
て
■、
'こ
.の
効
果
分
析
に
際
し
て
、
任
意
の
期
で
あ

..る
V
期
の
初
期
の

1

時 

的

均

衡

値

外'は
：ー'時

敷

定

均

衡

値

で

ぁ

る

と

仮

定

す

る

。
ど
こ
.に
眷
ー 

項
.

E
u
"
0
£
w
^
,
:

が

芷

値

の

時

財

年

は

財

尤
o
^
i
l財
、
零

の

議

立
 

財
、
負
値
の
時
補
完
財
を
承
す
と
定
義
し
、
代
替
項
の
旗
合
を

®

度
と
す
る
。 

ま
た
' 

f
 

H
J
P
V

蔚

>
:と
置
く
な
ら
ば

|

は

既

の

価

格

伸

縮

度
a

 24) 

と
そ
：の
代
替
度
及
び
：利
子
率
の

1

度

(
2
,
2
5
)

と
そ
の
代
替
度
を
录
す
。

.
(3.1

S
)

に
於
い
て.
«
が

o
aな

る

と

き

の

一

時

的

均

衡

値

を

客

客

.

.

.

. 

.…

>
^
3
。
'
.
:
;
> 

2
v
i
o
J
f

と
し
、
' 

(3,13〕

.を

.テ
ィ
ラ
ー
展
開
し
て

(PS

丨
t
ソ 

に
関
す
る

1

一
次
以
上
の
項
を
省
略
す
れ
ば
、

.

.

7
l
+.<
fc

(3.14) 

n 

M

S,0»
K
1E

^

-h
uErs 

c
p
s
l
^
^
+
^
r
a
o
c
a
l
a
o

)

と
な
る
。

但

しJ
^
2
=tq
2
a

(

a
l«o)

即

ち

。ハ
ラ
メ

ー

タ
ーa

の
変
化
が. 

•

度
に
及
ぼ
す
効
果
を
示
し
て
い
る

。

.

(3.15)

^

3

*\
^
+
0

ぼ

今

身

+-E72 
广P

I

a

w  

■ _J

A
a
r
%
F
r
^
:M
rs,“
pr 
“
.̂
。̂
、
。̂

丨 R
。

)

.
と置
け
ば 

(3.16>

OJ
d 

n
+
<t 

卜
=
M(

&
r
s+」

s
2) (
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な
る
線
形
微
分
方
程
式.を
得
る
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3
,
1
6
)

の
‘

の
#
在
し
な
い
場
合
の
解

.は
、
特
性
方

程

式

(

a
s十
&
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v
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=
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の

別

根

を

^

と
す
れ
ば
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な
る
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. 

(3.1
6
>

c>
:
特

殊

解

对
外
を

ー
定
と
し
て

(

3
,
1
6

)

を
解
け 

ば
よ
：い
。f

i

t

の
抒
列
式
を
丑
、
丑
：
に
於
け
る

CCS2+

含

の
 

余
因
数
を
：4

と
す
れ
ば
、/
特

殊

解

は

？
=
岁

0
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:あ
る
か
ら
、-:
ー

馨
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ま
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+
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2
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行
列
式
を
ひ
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に
於
け
る'CE
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2
-
M
J
5
7
L

の
余

§
+
<x>

因
数
を b

,

と
置
け
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iot—
も
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と
な
り
、
Q

-

Sは
次
の
如
く
な
る
。
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は
資
本
移
動
の
結
果
生
ず
る
受
取
国
及
び
支
私
国
の
個
人
、
企
業
の
需 

要
供
給
の
変
化
に
よ
っ
て
f

、
利
子
率
が
如
何
に
変
動
す
る
か
を
示
し
て
い

る
。

,
. 

.
•
.
: 

' 

:

ニ

ま
ず
こ
.の
需
給
の
変
化
が
代
替
度
の
み
に

.影
響
し
、
Ja
r
は
零
で
あ
る
と
仮 

矩
す
る
。
そ
の
時.

(

3
.
,
1
6

)

の
與
ニ.項
は
零
と
な
る_。
：特
性
方
程
式.

(

2
.
:
3
1
> 

は 

一f
 
i

f
 

¥

0
と
書
き
換
え
ら
れ
、
特

縫

.
ん

は

こ

の

|

の
連
続 

函
数
で
あ
る
か
ら
、
資
本
移
動
に
依
っ
て
受
取
、
支

私

各

国

の

^

が
変
動
す 

る
以
前
の
体
系
亦
安
定
で
あ
る
と

0
仮
定
か
ら
各
国
：の
資
本
移
動
に
起
因
す
る

.

が
充
分
小
な
ら
ば
、
，

(3..19)

の

特

性

根C

の
変
動
は
特
性
根>
 
の 

充
分
近
傍
の
領
域>

s
内
に
限
ら
れ
、
資
本
移
動
後
の
各
国
の

.体
系
は
安
定. 

性
を
保
つ
。
従

？
て
時
間
の
罾
員
と
共
に

^
吣
は
員
ホ
移
_
^
前
の
体
系
の
一 

時
的
安
定
均
衡
価
格
！
t
fc
収
斂
す
る。
.

.'

'次
に
資
本
移
動
に
よ
る
。ハ
，
ラ
メ
ー
タ
ー

a
の
変
化
は
財
、
証
券
の
®
過
需
要 

函
数
を
移
動
せ
し
め
、
_

度
：は
前
期
と
同.一
に
保
た
れ
る
こ
と
、

」

>:
'
.期
の
財
. 

，の

初

期

籍

量

：
^

は

ぐ

ー

！.

)

期
の
初
期
供I
量
、
.
M

、
消
費
需
要
、 

生

産

の

技

術

的

抓

擊.に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
、
而

し
..
*1
::
レ
期
の
財
め
初 

期
供
給
量
の
変
化
はV期
の
財
の
超
過
需
要
函
数
の
み
を
移
動
せ
し
め
る
こ
と 

等
を
仮
矩
す
る
。
.こ
れ
ら
の
仮
定
か
ら

」

£
^
=
0
.
で
あ
り
、
念

=
^
と
な
る
か 

ら
最
初
の
仮
定
よ
り
資
本
移
動
後
の
体
系
も
安
定
的
で
あ
る
。

^.
A
r
r
l
l
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…
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の
行
列
式
を/
、'ブ
：に

浮

る

钧/
■:
の
余
因
数
.ね
を
と 

置
け
ば
、
資
本
移

f

 

.に
よ
る
各
国
の
需
要
供
給
変
動
後
の
体
系

.0
均
衡
値
は
次 

の

彻
.:
<
宗
さ
水
る:°
.;:
:

:
>
v
'
.
.
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•
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:
_動
学
的
国
際
资
本
糁
動
理
論
：

.

(
3
.
2
S

P
T

f
^
+<t
>

馨
に
証
券
を
除
く
財
の
需
要
量
が
変
化
し
た
場
合
を
取
り
扱
ぅ
。

レ
期
の
任 

意
の
：
一
財
の
需
要
量
が
変
化
し
た
場
合
の
財

A

'の
新
旧
の1

時
的
均
衡f

 

の
変
動
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次
式
で
一

1
^
0

れ
る
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:
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■
:
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2
1
)
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-

仮
定
よ
り
、
こ
の
，
一
時
的
均
衡

M

の
'
変

化

は

パ

ラ

メ 

I

タ

ー
の
変
化
と
共

に
.
.

(
V
+
1
)
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初
期
供
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1
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.
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:特

に

期

に

財

、
証
券
の
需
要
量
が
変
動
し
た
.場
合
の
他
の
そ
れ
等
と
の
新
旧 

均
衡
価
格
、

」
利
子
率
の
差
炖
、

：：(S. 21)
：

を
刹
用
し
て
次
の
如
く
17K
さ
水
る
。

財
に
つ
い
て
は
舞
過
需
要
量
と
価
格
変
化
の
仮
定
が
ら

.

V
:
l
/
<
G
S
=
1
,
2

,
.

.で
あ
る
か
ら
、

(3..27)

よ
り
パ
ラ
メ
ー
タI
の
変
化
に
よ
っ
て
財 

る
の
需
要
量
が
増
加
す
る
な
ら
ば
き

ao(

a
lft
o

)

v
o.
財

為

の

均

衡

価

格 

は
縢
貴
し
、
當

量

が

増

伽

す

れ

ば

：

_
a
o
^
l
«o)

<
°
そ
れ
は
下
落
す
る'0
-.

■利
子
率
に
つ
い
て
も
証
券
の
超
過
需
要

.-
*
と
の
仮
定
か
ら̂
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，
.
s
+
<a
>)

.

.で
あ
る
か
ら
、■
 (3. .

2
7
)

よ
り
«
の
変
化
て
証
券
の
需
要 

量
が
増
加
す
れ
ば
利
子
率
の
均
衡
値
は
下
落
し
、

#

i

mの
増
加
は
そ
れ
の
騰 

貴
に
導
く
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

更
に
次
にa 

.
の

変

化

に

伴

^

財
相
互
間
、
財
と1E
^
間
の
f^
#
lt
の
i>
fb
と
、

財
、
.証
券
の
超
過
需
要
函
数
の
移
動
が
生
じ
た
場
免
の
財
及
び
証
券
の
新
旧
均 

衡

霄

利

子

率
S

は
次
式
で'17K
さ
れ
る
。

.

,

(3,28) .^r,"l^saioLI%yusrlu
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財
の
価
格
を
た
、
利
子
率
を
i
で
示
せ
ば
、

(3.27.)

と
同
様
に
財
の
■

変
化 

に

つ

い

て

は

卸

は.

r
=

か

でE
k
a

ハa

ト
%)

と
同
符
号
で
あ
り
、
.
利
子
率 

の
変
化
に
つ
い
て
は
！
，
は
.

!

で

&

。̂

丨
&

と
逆
符
号
で
あ
る
。mj

者
の
場
合
は
仮
定
か
ら
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2-f」
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r
s
v
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(

s
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12
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 1'2.,

-
-,

さ
i

>
で
あ
る
か
らC!
=

^

2

+

J

^

2

>

0

と
な
る
。
ま
た
資
本
移
動
後
の 

受
取
、
支
払
各
国
の
体
系
に
於
い
て

s
=
k

の
時
W
の
変
化
に
伴
い
、

恕

？,

:

:
 

V 

し

：

、

六

六(

六
3:
四
：}
;

0

|
:&
\/
0
或
か
は
：<
0.

に
敗
じ
て
財
.
石
の
価
将
は
騰
貴
或
い
は
下
落
す 

る
か
ら
諸
財
：は
相
互
に
代
替
的
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
仮
定 

•&
し
；>

0
及

び(
2
.
2
5
)

のF
i
<
0

よ
り
.F

/

U-&
入0

で
な
け
れ
ば
な 

.ら
な：

い
。.■即
ち
財
の
漂
騰
貴
は
証
券
の
需
要
量
を
減
少
せ
し
め
る
。
従
つ
て 

諸
財
に
対
し
て

J
M

券
は
補
完
的
で
あ
る
。
.さ
て
：

(

CO
.
200
V
でr

,
s
=
i

と
置
け 

ば
：a
の
変
化
に
よ
つ
て‘1:
^
の
薷
要
©
が
胄
_
す
れ
ば
、
矶
子
率
は1
豸
或
い 

は
縢
貴
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
:o
.
'
し

最
後
に
今
迄
の
結
果
を
具
体
的
に
示

^

卜
。
受
取
国
⑴
、
支
私
国
⑵
の
国
隙 

収
支
が
ジ
期.の
i

fc
均
衡
状
鶴
に
あ
る
時
、
⑵
国
か
ら
⑴
国
に
資
本
移
動
が 

行
な
わ
れ
る
な
ら
ば
、
資
本
移
動
：を
貨
幣
的
購
買
力
の
移
転
と
解
す
る
立
場
か 

ら
受
取
国
で
は
購
賢
力
の
増
加
、
.
支
抵
国
で
は
そ
の
減
少
と
各
国
内
に
購
買
力 

の
相
対
的
変
化
が
生
じ
、
ぞ
れ
に
よ
っ
て

^

、
証
#

の
i

需
要
函
数
の
变
取
国 

で
は
増
加
カ
自
へ
の
移
動
、
支
私
国
で
は
減
少
方
向
へ

.の
移
動
が
惹
起
さ
れ
る
。

国
内
財
及
び
輸
出
入
財
が
非
劣
等
財
で
：あ
る
と
の
仮
定
の
下
に
、
ま
ず
受
取
、 

支
払
各
国
で
輸
出
財
は
国
内
財
及
び
生
産
要
素
に
対
し
て
市
場
代
替
関
係
に
あ 

り
、
輸
入
財
は
国
内
財
及
び
輸
出
財
に
独
立
で
あ
る
場
合
を
取
り
扱
ぅ
。
資
本 

移
動
に
よ
る
購
買
力
の
増
加
は
企
業
よ
り
も
個
人
の
需
要
と
し
て
直
接
的
に
現 

わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
受
取
国
で
は
国
内
財
、
輸
出
財
の
国
内
消
費
部
分 

.及
び
支
払
国
か
ら
の
输
入
財
等
に
対
す
る
消
費
需
要
が
增
加
す
る
。

こ
の
よ
ぅ 

な
消
費
犲
の
需
要
の
，増

加

は

(3..21)(3. 2
7
)

か
ら
.苗

該

財

の

^

^

を

騰

貴

せ 

し
め
る
。こ
れ

は(

p
to
oo
v
の
諸
財
の
代
替関
係
か
ら
他
財
の
f

騰
*•
を
起 

し
、
.ジ
期
の
消
費
財

|}
而
要
増
加
の
傾
向
は_v期
の
消
費
財
価
格
の
一
般
的
滕
貴

.7~
(

3
.

2
7

)

i
^
_
^
§
o(

r
iro) 

(

n

"

r

2

,

…

：
v
s
+
e 

J

を
も
た
ら
す
。V
期
の
と
.の
消
費
財
需
廢
増
加
と
企
業
の
購
貿
カ
増
加
'は
生
産 

.
財
、
資
本
財
に
向
い
、
德
の
代
替
関
係
か
ら
こ
れ
ら
財
の
德
も
騰
貴
す
る
が 

直
接
需
要
が
増
加
し
た
消
費
財
よ
り
こ
の
傾
向
は
小
で

あ

る

。
.
ま

た

こ

れ
ら
_

.
要
増
加
か
ら
企
業
は
計
画
産
出
量
を
増
加
す
る
た
め
虫
産
拡
張
を
行
な
ぅ
が
、 

技
術
的
理
由
、
生
産
期
間
の
存
茌
か
ら
急
速
な
生
適
量
増
加
の
短
期
的
調
整
は 

不
可
拙
で
あ
るた
め
増
加
せ
る
消
費
財
、
生
産
財
の
需
要
は
そ
れ
等
の
.在
庫
量 

の
減
少
に
よ
っ
て
贿
わ
れ
る
。
従
っ

R

 C3..22)

で
^

さ
れ
る
こ
れ
ら
の財
の 

.v

十1

期
の
麓
供
給
量
の
増
分
は
負
値
で
あ
る
。

V
+
1

期

で

はV
,

期
.の
動
ぎ 

か
ら
消
費
財
、；
生
産
財
に
対
す
る
正
め
越
過
需
要
量
が
生
ず
る
。
.ま
た
企
業
は 

需
要
増
加
に
疮
ず
る
た
め
諸
虫
産
要
素
の
需
要
を
増
加
す
る
。
そ
の
：̂

果
生
產 

要
素
価
格
を
含
む
消
費
財
、
生
産
財
の
腰
騰
貴
は
ン
期
よ
り
も
ナ
層
肶
瞭
と 

な
り
、C3..23)

か
ら
.

H
-
1
.

期
の
.I

時
的
均
衡
価
格
は
、

1

般
的
に
騰
貴
す
る
。 

.然
し
財
の
生
産
期
間
が
充
分
に
長
期
な
ら
ば
産
出
量
は
未
だ
増
加

.
'せ
ず
、

.
9
 

2
4
)

のV
+
2

期
の
初
期
供
給
量
は
消
費
財
、
生
産
財
と
も
負
値
で
あ
る

。v 

ナ2

期
の 

'一
時
的
均
衡
避
は
レ+

1

期

と

同

様

に

な

お

騰

貴

を

続

，け

.

る
。

一
 

般
に
亡
溯
で
はQ

,§ (3,26)

で
17K
さ

れ

る.0
従

っ

て

受

取

国

で

は

財

に

対 

し
て
補
完
的
で
あ
る
評
券
の
需
要
量
は
減
少
し
、
国
内
の
利
子
率
は
騰
貴
す
る 

傾
向
を
持
つ
こ
と
：に
な
る
。

7', 

。 

：

.:
‘ビ

こ
：
' 

他
方
、
十
乂
抵
国
.の
国
内
消
費
財
及
び
受
取
国
の
輸
出
財
に
対
す
る
輸
入
需
要 

は
資
本
移
動
に
よ
っ
て
減
少
し
、
受
取
国
の
場
合
と
は
逆
に
支
払
国
の
国
内
財
、 

'輸
出
財
価
袼
は
下
落
す
る
。

-.
市
爆
代
替
関
係'に
ぁ
る
財
，の
価
格
は
同

一

方
向
に
：
 

変
動
す
る
か
ら
受
取
国
の
輸
出
財
価
格
は
支
払
国
の
そ
れ
よ
り
相
対
的
に
騰
貴

動
学
的
国
際
資
本
移
動
理
論
.

す
る
が
、
支
払
国
の
そ
れ
は
受
取
国
か
ら
の
：需
要
増
加
に
よ
つ
て
補
整
さ
れ
る 

た
め
国
内
財
に
比
較
し
て
下
落
の
程
度
は
小
さ
い
。

.故
に
支
技
国
で
は
ジ
⑽
、 

>
'
+
1
期
に
虫
産
要
素
德
を
含
め
：て
諸
財
の
一
時
的
均
衡
価
格
の
一
般
的
な 

下
落
.が

生

じ

る

。'.
而
し
て
こ
のf

の
下
落
し
た
生
産
要
素
が
輸
出
財
生
産 

に
使
用
さ
れ
る
な
ら
：

|

翰
出g

俯
格
の
下
落
は
受
取
国
の
，輸

入

需

要

を

刺

戟 

し
、'資
本
移
動
に
よ
る
需
要
潜
加
と
共
に
十
乂
払
国
の
輸
出
増
加
を
生
ぜ
し
め
、 

多
少
.と
も
価
格
下
落
の
傾
向
.は
阻
止
さ
れ
、
輸
出
増
加
が
犬
で
あ
れ
ゼ
諸
財
の 

代
替
関
係
か
ら
他
財0
麗

は

上

昇

す

る。
'
 
ま
た
資
本
移
動
迄
よ
つ
て
支
払
国 

内
に
証
券
の
供
給
量
が
増
加
し
て
い
る
な
ら
ば
国
内
の
利
子
率
は
騰
貴
ず
る
。 

他
方
、
受
取
国
の
输
出
財
価
格
の
騰
貴
は
直
接
の
需
要
増
加
：の
配
分
比
率
に
原 

.
&す
る
国
内
財̂

^
の
騰
貴
：
4:
'
'り
も
相
対
的.に
小
と
し
て
も
、
支
払
国
の
購
貿 

力
減
少
と
相
対
的
高
価
な
た
.め
当
該
財
の
支
抵
国
の
輸
入
需
要
減
少
に
導
く

。
. 

そ
れ
故
、
商
品
交
易
条
件
、

一

一
重
生
産
要#K

易
条
件
の
受
取
国
へ
の

有
^

ル

、

_ 

支

払

国

べ

の

不

利

化

女

も

た

ら

す

。
二

こ
の
傾
向
は
支
私
国
の
輸
出
供
給
の
増
加 

が
受
取
国
の
輸
入
需
要
の
増
加
よ
り
大
と
な
る
な
ら
ば
、
や
や
持
続
化
す
る
。

然
し
受
取
国
に
於
け
る
^

^

貴
の
傾
向
が
数
期
の
後
に
可
成
り
顕
著
と
な 

る
也
ら
ば
、
産
出
量
の
増
加
が
生
じ
、
諸
生
産
要
素
価
格
.の
騰
貴
か
ら
そ
の
投 

入
量
は
減
少
し
、
.
ま
た
生
産
物
の
供
給
過
剰
か
ら
そ
の

M

は
下
落
す
る
。
諸 

財
間
の
代
替
関
係
か
ら
抓
と
は
反
対
に
生
産
財
‘に
影
響
を
与
え
生
産
規
模
の
縮 

小
と
な
り
、
生
産
要
素
！

も
下
落
す
る
。
支
払
国
で
は
輸
出
財
供
給
の
増
加 

:

に
よ
つ
て
生
産
要
素
i

、.
_
.国
内
消«
財
1

、_
生

産

財

.

^

^

の
上
昇
が
諸 

財
の
.代
替
関
係
よ
り
生
ず
る
。

「

そ
れ
故
に
商
品
及
びニ重
生
産
要
寅
义
易
条
件

六

七(

六
三
五)

.

.



め
受
取
国
：

(

の
有
潔
の
傾
向
は
次
第
に
是
疋
さ
れ
、

.、
受

取

夕̂

^
獨
の
国.

. 

際
収
交
は
均
衡
化
忆
向
ぅ
の
で
あ
る
。

,

',
'■ま
：た

纂

国

、
：
.变
故
讓
备
片
輸
入
財$:
|部

を

霞
1

生
靡
し1
1
£財
と
' 

^
1
1

係̂
に
.あ
る
な
：ら
ぱ
、
へ
婆
取
国
の
輸
入
財

^

^
は
支
抵
阍€|
-
:そ

れ

：に

比

較

：
： 

し
：；て

赛

的

：に

縢

貴

し

'
::*
馄
交
為
条
件
は
ぞ
取
国
に
有
利
北
オ
る
。
：
ー
い
黯

:'
- 

.に
各
国
の
、
国
£

^
が
輸
出
財
に
沏-:
1
.て
爾
入
財
ょ0:
/
も
密
接
な
市
場
代# .
関

係：

:.
: 

に
あ
る
場
合
に
も
交
漏
条
件
は
同
様
食
動
き

.を
t7K
す
。
-
.

.
•
.
.
.

.最
後
に
^n

U
i

額

と

為

替

疆

匕

：つ
い
て
：考

舞
1>
ょ
，ぅ
。
資
本
移
動
の
.結

. 

果
、
へ
受
取
国
の
質i

額
ば
輸
入
：
^

か
ら
逆
調
上
な
り
、
支
私
国
の

(

そ
れ
は 

输
出
超
過
か
ら
順
調
と
九
名
。
ま
；た
為
替
相
場
は
固
定
為
替
相
場
の
例
と
し
て 

金
沐
位
制
を
探
る
な
ら
ば
、
_

移

動

に

ょ

？
：
て
^

刺
.の
均
衡
状
態
か
ら
金
現
， 

送

氣

で
^
抵
.国
の
支
抵
勘
矩
繁
替
相
場
め
豫
貴

' 
受
取
勘
定
建
為
替
相
場
：

の
下
落
、.
受

诹

国

で

は

；そ

：机

ぞ

れ

K-
対
の
変
動
が
坐
じ
る
。

こ
の
為
替
相
場
：の 

変
動
と
前
述
の
輸
出
財
麗
の
変
動
か
ら
交
易
条
件
は
豪
国
に
不
利
化
し
、
.：

■ 

受
取
国
に
有
利
化
す.?
>
。'.
然
1>
受
取
支
私
各
国
内
の
経
霉
系
の
.動

き

を

表

录

： 

す
る
賀
額
の
変
動
に
伴

.っ
て
為
替
馨
は
前
と
：反
対
方
向
に
作
用
し
、
交

. 

易
条
件
の
同
様
な
撕
き
と
共
に
搏
び
均
衡
に
向
ぅ
の
で
あ
る

.0
■

.
資
本
移
動
の
効
果
分
析
は
似
上
で
あ
る
が
、
こ
の
分
析
の
基
礎
で

'あ
る
財
、
証 

券
の
靈
需
要
函
数
忙
於
い
：て
、.
財
の
靈
需
要
量
は
貨
幣
の
称
呼
で
表
わ
さ 

れ
た
と
言
ぅ
意
味
で
の
貨
略
®

に
依
存
し
て
い
た
こ
と
を
1/K
し

、
.
そ

れ

故

に 

財

の

需

警

は

諸

麗

に

対-^
て
零
次
同
次.で

ぁ
？
た
。
従

-
て

こ

の

相

対

価
. 

格
た
る
貨
歡
価
格
は
第
ー
節
に
於
け
る
と
金
く
同
様
な
手
続
き
に
依
っ
て
本
来

の
貨
赂
M

に
'変
換
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

準
財
た
る
貨
幣
を
さ

+
1

 

歌
目
の
財
妃
し
、
'
:
:
:
:

备
め
；̂

を
決
矩
す
る
た
め
に
現
金
残
高
カ
程
式
を
使
用
す 

る
。

.(3.29) 

.

.
.
Q
"
o
,
.
l
,
…

：
.
，
？

)

' .

ま
た
"
受
取
国
減
い
は
支
私
国
の
貨
幣
M

へ
.
の
^
©̂.
用

具

と

し

て

二

国

間

X
3.30

)

ぎ

 
s
"
f、？

(

2

)

Q
"
.0
!-
1

-
ン)

を
利
用
ず
る；0
狙
し
1
;翁
廣
取
爵(1
)
©.
外

貨

賣
替
相
場
で
あ
る
。

へ

-

... 

:
. 

■ 

- 

- 

- 

了.'.
.

,
:
:
.
'.
■:
:氟

四

節

，
：，動

学

的

分

析
:'
そ
.の
三
:
:,
.:

:へ
:

4
迄
取
！)
.扱
> 
て
来
た
資
本
移
動
の
効
果
を
効
用
函
数
に
証
券
及
び
貨
幣
を 

導
入
レ
又
考
察
し0;
ぅ
。
効
用
函
数
に
貨
幣
を
導
入
す
る
意
味
は
、
所
得
の
受
領 

と
支
出
ぐ
却
ち
貨
幣
の
受
取
と
彭
の
間
に
時
間
的
不
マ
致
が
存
在
す
る
な
ら 

:

ば
、
支
私
履
行
：の
不
可
能
、
取
引
の
円
滑
性
の
欠
如
：の
よ
ぅ
な
事
態
が
生
ず
る
。 

こ
の
よ
ぅ
な
，

「

金
融
的
困
難
に
対
し
て
貨
幣
奮
が
与
え
る
保
証
こ

.そ
、
貨
幣 

_
備
に
効
用
を
賦
与
す
石
も
の
な
の
で
あ
る

」

。
証
券
を
導
入
す
る
意
味
も
同

(

注
18)

様

で

あ

る
:0
:

■

.

.

\ 

経
済
体
系
内
の
財
の.数
を
れ
個
と
し
、

』

+
1
番

目

の

財

：を

顏

、

谷

+
2

番 

_
の
財
を
貨
幣
と
ず
る
。
そ
の
時
個
人
の
効
用
函
数
は
次
め
如
く
示
さ
れ
る
。

(

rf
^
.t1
ss
H
g(

»
s
,
«
2
o
'

.
>
«
.
3
?
a
7
i 

+ 

s
>
«
3
+
2

s,
>

:

?

 

T
,
«
7
l 

+ 

:
b
^
«
J
i

+2,

T
v

但
し
顏
及
び
貨
幣
は
そ
れ
ぞ
れ
実
質
需
要
量
を
意
味
し
て
い
る
。

•個
人
は
今.. 

期

首

に
„
期
間
に
苴
る
消̂

^

_を
立
て
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
収
支
均
#
^
は 

一
般
的
に
次
式
の
如
く
な
る
。
但
し
証
券
の
額
面
を
一
胄
吧

¥.
ほ
と
す
る;0
.

■
 

.

.

. 

. 

'

:

.

.

.

.

ハ
 

‘ .

.
：
i

(
4
.
2
)

^-
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0;
«
、
、
+

(

1
+
で
上

)

.̂
+
1
;+-
«
為

3

* 

■

.

/

+

■

•

H
^
L
/
!
p
r
i
«
r
i
f
+
B
7
l
+
l
^
~
r 

广 

i
-
+
^
l
l

」
& 

さ
+
ls.
+

ĉi
,
^
7
~
+
2
^

rKl 

:
し，
■■

; 

0
6
=
0
,
l
，
：
，：
\
r
)

 

こ

ご

で
^
は
右
期
の
物
個
水_
で
.：
:.
'

;

:

パ

■W. + 1.
(
4
.
3
)

 

v
t
"
^
f
^
r
t
v
r
t
Q
=
o
,
l
'
:
:
v
r
)

7* 

M
l

と
定
義
す
る
。i

は
<

期
の
財
に
つ
い
て
の
総
和
が
1

に
等
し
い
既
知
の
加

重
て
あ
る
 

c
l
+
-̂
-
l
^
J
l
+
o
n 

(

1
+-̂
-—

1
,

)

.
^
'
+
'̂
£
.―(

1
+5*
*
-

1)

r

+

s と
.

置
げ
ば
、

こ
れ
は
纟
期
^
に
於
い
で
前
期
の
利
子
を
含
む
_

の
芷
値
：な
ら
ば

貸
付
価
額
、.負
値
な..ら
ば
借
入
価
額
を
意
味
し

V
.

い
る
。
従
-?
'
て： (

4
.
2.)

は
変

形

し

て

•
.
.'V 

'
、，
r
 

■

V 

. 

... 

• 
■'■.
.■':
:
.
. 

\

....
 

......
 

I

C4. 4
)

K

^

十(

1
.
+
^
-
1

〕

8
5
1
.
+
2
.
1
~
?
^
«

这
ふ2
^

.:

I
=
.
M
p
r 
為 

3
+
?
+
l
'̂
+
p 為 s+2,“ 

(

«-
=
o
,
l
, 

:
.
:
v
r
>

と
な
る
。
前
と
同
様

£
1

^

率
を
各
項
に
乗
じ.て
消
費
許
画
期
間
全
般
.に
亙
る
一 

.1

§

取
支
均
等
方
程F
 

で

：
：
v
 

•

■ 

. 

.

. 

/
.
.
'
.
.

ノ
 

'

* 

. 

.

動
学
的
国
際
資
本
移
動
理
論
：

.
:

.

a

 5)
V

+

ド

上
8 1

+

"
M

*̂a
>
l
.
:
i
^
l
M

多 

§•
;
/
+
$
+

ミ|

r 

:
 , 

\ 

ノ
 

,
.
. 

., 

. 

.
:■; 

▼.
 

.

.
:

^

十
^
£
1
:
:
:
^
{
窆

(

？

+
2
?
1
$
+
2
ニ

)
}

.
r
o 

-

を
得
る
。
個
人
の
消
費
計
画
は
こ

.の

(
4
.
5
)

の
卞
で
個
人
の
効
用
函
数

(

4
.

1) 

を
極
大
.な
ら
：し‘め
.る
如
く
編
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

ラ
グ
ラ
ン
ジ
乗
数 

を
用
い
て
次
式.を
極
大
.に
す
る
0

.

.
•

(4.6) 

l
Jt
L
K
^
i
s
r 

:
. 

•

^>

妙

-______

+

+

I
ドノ

+

4 ~

m

も

-
を
{
芝
忘
3 

+芝
，l
a
w十2?こ

}

個
人
：9

^

^

^及
び
割
引
率
允
関
す
る
予
想
が
所
与
で

^

^
ば
、
§

を 

•
I

で
偏
微
分
し
て
零
と
置
く
と
：
w
+
2

(

t
+:
1)

個
の
動
学
的
均
.衡
条
件
を
得

る;

'
.
o>
u
l
d
x
r
t
=
^
Q
xo
l-
Tx
>tprt . (r =

1
.

Co
,
.

…

：
”
？
0

•. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

: 

.

(4.7> 

^

^

l

;

"

^

。
^

:

:

^

%
/

f

+
ミ=

A§
1 V 

: :
§
フ

vo
Q
ro
l-
xotprt

ス
を
消
去
し
て.

o>
ぉ rt I

/^
7
1
+
2

.̂
zo
QTX
}
l
:
:
:
TX
>
^
g 
...

.を

.得

.る
。
こ

と

で

.(4.4)

を
物
価
水
準
‘
灼
で
除
せ
ば

■

.' 
-
パ
*
,
'
.
:
.
' ふ
'
-
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■ 
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(
J
^
+
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1

-̂
-
-
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*
=
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,
1
,
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yt 

Vt

と
な
る
。

.(4.9)：

の
左
辺
第
一
一
項
は
*

期
首
に
於
け
る
実
質
証
券
保
有
額

(

分 

1
子

の(1十
ぐ
-
1
)

は
前
期
で
定
ま
る

)

、

第
三
項
は
実
質
貨
胳
残
高

(

分
子
を 

岛

と
®
く)

を
荥
し
て
い
る9 (

4
.00)

の
さ
+
^
^
+
じ

|
|-
»

個

の

方

程

式
 

と

(
4
.
9
)

の(
r
+
1
)

個
の
方
程
式
か̂:
、
個
人
の
財
、
顏

及

び

貨

幣

の

需

：
 

要
風f

+

2 

(
r
+
l
>

 
個
を
決
定
し
得
る。
' そ
れ
故
に
次
の
如
き
個
人
の
需
要
函

数
を
得
る
。
_

'■
■

:

'

■ 

■ 

• 

. 

- 

>

ノ
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xo「
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,̂
 

i31t&
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^
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(4.10).

か
ら
容
昜
に
市
場
のM

需

要

函

数
E
i
x
r
t
l
><

lrt 

f

p
 

.
,
豸
'+
2)

を
導
出
で
き
る
。

.

以
上
か
ら
均
衡
で
は
貨
幣
と
他
の
証
券
を
含
む
任
意
.の
財
と
の
限
界
代
替
率 

は
予
想
貨̂

M
と

他

の

財

の

割

引

予

想

と

の

比

：率

に

等

し

い

か

ら

、 

.貨
幣
を
保
有
す
る
限
界
効
用
と
貨
幣
.を
支
出
す
る
限
琚
効
用
と
を
同
列
に
取
り 

.扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
限
界
効
用
の
逦
滅
を
仮
定
す
れ
ば
、

.資
本
移
動
に
よ
る
： 

受
取
国
の
個
人
の
貨
幣
保
有
量
の
増
加
は
，保
有
貨
幣
の
限
界
効
用
の
遍
減
と
な

■ ■

.七
〇

X

六
三
八)
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